
Hot
news

　５月 21 日、根上総合文化会館で「シナモロール能美市応

援大使就任イベント」を開催しました。当日は音楽ホール

でのステージイベントに午前・午後の２回合わせて約千人

が市内外から来場し、能美市応援大使に任命されたシナモ

ロールのステージを満喫しました。

　また円形ホールでは、第３回のみブランド認証品販売や、

シナモロールとひぽ能ん・ゆず美ん・ぽぽ能んのイラスト

パネル・フォトフレームを活用した写真撮影スポットがあ

り、親子連れや若者たちが写真撮影を楽しんでいました。

　正面玄関前広場では、サンリオクレープ号とキッチン

カー３台が来場しました。クレープ号には開店の 10 時から

閉店の 16時まで、途切れることなく行列ができていました。

　シナモロールは今後、今年開催される加賀立国・能美誕

生 1200 年関連イベント（本紙２ページ）や、来年３月の北

陸新幹線県内全線開業関連イベントなどにも登場し、ひぽ

能んたちと一緒に、より多くの方へ能美市の魅力を PR する

予定です。

サンリオの人気キャラクター
シナモロールが能美市を全国へ PR ！

能美市をもっと好きに！

「のみ応援隊」活動スタート

シナモロールと一緒に能美市を応援！

　シナモロールの能美市応援大使就任に合わせ、「のみ応援隊」

に市民５人を任命し、オリジナルスタッフジャンパーを着用し

たメンバーが活動を開始しました。最初の活動として、メンバー

の顔合わせのほか、就任イベントの受付サポートなどを行いま

した。

　今後、シナモロール出演イベントへのお手伝いや、SNS で能美

市魅力スポットを発信していきます。
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ふるさと歴史の広場
リニューアルオープン！

階段状と扇状の２種類の花壇を設置しました。

市内で見ることができる植物を中心に植栽して

おり、四季折々の姿を楽しむことができます。

エントランス

古墳をイメージした２つの築山を設け、

滑り台を２基に増設しました。

また和田山１号墳から出土した六鈴鏡をモチーフ

にしている大型シェルターも登場。

日差しや突然の雨をしのぐことができます。

芝生・遊具エリア

キャンプ場
NEW

NEW

NEW

21月 日 金７

能美ふるさとミュージアムに隣接する「ふるさと歴史の広場」がリニューアルオープンします。

幅広い年齢層の方々に、多目的に利用できる機能を備えており、能美市が誇る史跡や自然に

親しみ、ふるさと愛を育める場所となっています。
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車の乗り入れが可能で日中、気軽にアウトドアを楽しめるキャンプ場を整備しました。

国指定史跡和田山古墳群に接し、能美の歴史や自然を身近に感じながらリフレッシュできます。

ご利用案内ご利用案内

施設概要

施　設：５区画　電源コンセント付

駐車場：10 台

10 時～ 16 時
※毎週月曜日と第３火曜日（祝日がその日に当たる場合はその翌日）、

　冬季期間を除く

利用時間

申・問 /能美ふるさとミュージアム（☎ 58‐5250 FAX 58‐5251）

10 時～ 12 時 30 分　　1,000 円

13 時～ 16 時 　　　　1,200 円

10 時～ 16 時　　　 　2,500 円

利用料金

利用申込の受付は７月１日（土）から開始します。

※利用日の７日前までに、お申し込みください。

詳しくは市ホームページをご覧ください。

のみ応援隊へ加入をご希望の方は、市長室へお問い合わせください。

問 /市長室（☎ 58‐2202 FAX 58‐2290）

事業者の皆さまへ

能美市オリジナルのお土産品や観光物産品などへ、シナモロールの活用を希望する事業者は、市長室へお問い合わせ

ください。一緒に能美市を盛り上げていきましょう。問 /市長室（☎ 58‐2202 FAX 58‐2290）

７月 22 日（土）～利用開始
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主
な
で
き
ご
と

主
な
で
き
ご
と

大
浜
町
町
内
会
指
定
の
避
難
所
「
地
域
避
難
施
設
」
に

地
域
住
民
が
自
主
的
に
避
難
所
を
開
設
・
運
営

　

５
月
27
日
、
大
浜
町
町

内
会
が
指
定
し
た
避
難
所

を
「
地
域
避
難
施
設
」
と

し
て
認
定
し
、
井
出
市
長

か
ら
町
内
会
へ
認
定
通
知

書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
大
浜
町
町
内
会

と
大
協
運
送
株
式
会
社
と

の
間
で
締
結
し
た
「
災
害

時
に
お
け
る
応
急
対
策
の

協
力
に
関
す
る
協
定
」
に

基
づ
き
、
災
害
時
に
同
社

の
事
務
所
を
町
内
会
の
避

難
施
設
と
し
て
利
用
で
き

る
も
の
で
す
。

　

地
域
避
難
施
設
は
災
害

時
に
地
域
住
民
が
自
主
的

に
開
設
・
運
営
す
る
避
難

所
と
し
て
町
会
・
町
内
会

が
指
定
し
、
市
が
認
定
す

る
施
設
で
す
。
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
避
難
場
所
を

よ
り
多
く
確
保
す
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

第
３
回
の
み
ブ
ラ
ン
ド
認
定
証
交
付
式

能
美
市
の
”
え
え
も
ん
“
を
全
国
へ

　

つ
く
り
手
の
こ
だ
わ
り

と
技
が
光
る
36
品
が
「
第

３
回
の
み
ブ
ラ
ン
ド
」
と

し
て
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

認
証
期
間
は
４
月
１
日
か

ら
２
年
間
で
す
。

　

５
月
19
日
、
根
上
総
合

文
化
会
館
で
認
定
証
交
付

式
を
行
い
、
出
席
し
た
事

業
者
に
井
出
市
長
か
ら
認

定
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

「
の
み
ブ
ラ
ン
ド
極

き
わ
み

」

「
の
み
ブ
ラ
ン
ド
創そ

う

」「
の

み
ブ
ラ
ン
ド
ソ
ウ
ル
フ
ー

ド
」「
の
み
ブ
ラ
ン
ド
」
の

４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
類

し
た
認
証
品
を
、
地
元
を

は
じ
め
全
国
へ
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

左
か
ら
大
協
運
送
㈱
津
田

淳
じ
ゅ
ん

一い
ち

社

長
、
大
浜
町
濱は

ま
ひ
ら平

健け
ん

治じ

町
内
会
長
、

井
出
市
長
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新
副
市
長
に
福ふ

く

田だ

年と
し
み
ち通

さ
ん

ふ
る
さ
と
能
美
の
更
な
る
発
展
に
向
け
尽
力
し
ま
す

福田副市長

　

今
般
、
能
美
市
の
副
市
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

能
美
市
は
私
が
育
っ
た
ふ
る
さ
と
で
す
。
ふ
る
さ

と
で
働
け
る
こ
と
に
な
っ
た
ご
縁
に
感
謝
し
つ
つ
、

井
出
市
長
の
も
と
、「
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」「
現
地
現
場

主
義
」
の
視
点
で
、市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
お
聞
き
し
、

県
職
員
と
し
て
培
っ
て
き
た
経
験
も
生
か
し
な
が
ら
、

職
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
能
美
市

の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

荒
木
万ま

や

こ

耶
子
さ
ん
に
観
光
大
使
を
委
嘱

能
美
市
の
魅
力
を
国
内
外
へ
幅
広
く
発
信

　

５
月
19
日
、
フ
ル
ー
ト

奏
者
と
し
て
活
躍
す
る
荒

木
万
耶
子
さ
ん
(
大
浜
町

出
身
)
に
観
光
大
使
を
委

嘱
し
、
井
出
市
長
か
ら
委

嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

荒
木
さ
ん
は
「
演
奏
会

な
ど
の
際
に
、
能
美
市
の

魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う

活
動
し
て
い
き
た
い
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
20
日
に
は
根
上
総

合
文
化
会
館
で
リ
サ
イ
タ

ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
観
光
大
使
は
荒
木
さ

ん
を
含
め
31
人
と
な
り
、

こ
の
ほ
か
唯
一
の
市
名
誉

観
光
大
使
を
松
井
秀
喜
さ

ん
が
務
め
、
観
光
特
使
に

は
14
人
が
委
嘱
さ
れ
て
い

ま
す
。

荒
木
万
耶
子
さ
ん
(
左
)
と

井
出
市
長

それぞれの仕事着で参加された認定事業者の皆さん

市民と市政の歩み
まちづくり・市民の活躍

全
国
初
の
治
水
協
力
協
定
を
締
結

小
松
市
・
手
取
川
宮
竹
用
水
土
地
改
良
区
と
連
携

　

５
月
25
日
、
小
松
市
と

手
取
川
宮
竹
用
水
土
地
改

良
区
と
連
携
し
、
梅
雨
入

り
を
前
に
、
宮
竹
用
水
の

重
要
施
設
を
確
認
す
る
水

防
現
地
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
、
内
水
に
よ
る
浸

水
被
害
の
軽
減
の
た
め
、

協
力
し
て
い
く
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
６
月
５
日
、
一

日
も
早
く
被
害
軽
減
に
つ

な
げ
た
い
と
の
共
通
認
識

か
ら
、
３
者
で
全
国
初
と

な
る
治
水
協
力
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
大
雨
が

予
想
さ
れ
る
半
日
ほ
ど
前

か
ら
、
農
業
の
た
め
の
用

水
を
完
全
に
停
水
す
る
こ

と
で
、
一
時
的
に
治
水
の

た
め
の
容
量
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
宮
竹
用

水
が
管
理
す
る
総
延
長
約

１
１
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

水
路
を
排
水
路
専
用
と
し

て
活
用
で
き
、
さ
ら
に
水

田
も
含
め
て
水
を
貯
め
る

調
整
池
の
よ
う
な
機
能
を

担
う
効
果
が
期
待
で
き
る

宮竹用水の重要施設を確認する小松市、

手取川宮竹用水土地改良区関係者と井出市長

辰
口
丘
陵
公
園
開
園
40
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
マ
ル
シ
ェ
に
大
賑
わ
い

　

５
月
28
日
、
辰
口
丘
陵

公
園
で
、
開
園
40
周
年
を

記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
い
し
か
わ
動

物
園
の
ト
ラ
や
、
北
陸
新

幹
線
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
変

形
自
転
車
の
新
型
２
台
が

お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

芝
生
広
場
で
は
「
た
ま

ご
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ

れ
、
70
店
舗
以
上
の
飲
食
、

雑
貨
販
売
店
が
立
ち
並

び
、
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

参
加
者
の
能
美
市
の
魅
力

発
見
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
ま
た
第
４
回
の
み
ブ

ラ
ン
ド
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
を

検
討
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
思
い
出
の
味
を

調
査
し
ま
し
た
。

40 周年を記念した関係者によるくす玉開披

　

６
月
２
日
、
大
成
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

能
美
根
上
駅
利
用
促
進
協

議
会
の
初
会
合
を
行
い
ま

し
た
。
交
通
・
経
済
関
係

な
ど
の
有
識
者
や
地
域
の

代
表
者
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
委
員
が
集
ま
り
、
昨
年

度
に
市
が
実
施
し
た
駅
の

利
用
促
進
に
係
る
調
査
結

能
美
根
上
駅
利
用
促
進
協
議
会
を
設
立

駅
の
利
用
促
進
策
を
検
討果

を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
利
用
促
進
の
た
め
の

ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
今
年
度
実
施
事

業
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

や
利
用
促
進
の
た
め
の
実

証
実
験
の
検
討
な
ど
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

意
見
を
交
わ
す
委
員
た
ち

昭和 46 年生まれ

能美市福島町出身

平成７年石川県庁に奉職。

総務部、厚生部、商工労働

部などを経て平成 29 年４月

総務部知事室政策調整担当

課長補佐となる。令和４年

４月総務部秘書課長。

こ
と
と
な
り
、
短
期
間
に

強
く
降
る
雨
に
対
し
て
も

浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

　

今
後
も
、
３
者
相
互
が

緊
密
に
連
携
を
図
り
、
手

取
川
・
梯
川
水
系
に
お
け

る
流
域
全
体
で
、
水
害
を

軽
減
さ
せ
る
「
流
域
治
水
」

の
取
り
組
み
を
加
速
さ

せ
、
市
民
の
安
全
・
安
心

と
生
命
、
財
産
を
浸
水
被

害
か
ら
守
る
た
め
、
万
全

な
体
制
で
備
え
て
い
き
ま

す
。

左から井出市長、宮西理事長、宮橋小松市長
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市民と市政の歩み
まちづくり・市民の活躍
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主
な
で
き
ご
と

　

５
月
28
日
、
和
多
農
産

の
田
ん
ぼ
(
来
丸
町
)
で
、

南
加
賀
地
区
初
と
な
る
修

学
旅
行
の
農
業
体
験
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。

　

横
浜
市
立
港
南
台
第
一

中
学
校
３
年
生
の
生
徒
と

先
生
合
わ
せ
て
１
８
４
人

が
、
昔
な
が
ら
の
手
植
え

体
験
と
、
最
新
の
ロ
ボ
ッ

ト
田
植
え
機
で
の
「
ス

マ
ー
ト
農
業
」
を
体
験
し

ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒

は
「
農
業
の
大
変
さ
と
楽

し
さ
を
経
験
で
き
て
う
れ

し
い
。
ま
た
能
美
市
に
来

て
み
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

大
人
数
で
の
農
業
体
験

の
た
め
、
地
元
農
家
の
皆

さ
ん
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

横
浜
の
中
学
生
が
能
美
市
で
農
業
体
験

大
都
市
圏
か
ら
の
修
学
旅
行
を
誘
致

約
２
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
田
ん
ぼ

で
一
斉
に
手
植
え
す
る
生
徒
た
ち

「
人
権
の
花
運
動
」
贈
呈
式

お
互
い
を
大
切
に

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
が
懸
垂
幕
を
掲
げ
啓
発

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て

　

６
月
12
日
、
市
男
女
共

同
参
画
推
進
委
員
会
は
「
男

女
共
同
参
画
週
間
(
６
月

23
日
〜
29
日
)」
に
合
わ

せ
、
根
上
総
合
文
化
会
館

な
ど
の
市
内
３
か
所
に
懸

垂
幕
を
設
置
し
た
後
、
市

内
店
舗
で
、
男
女
が
ト
モ

に
活
躍
す
る
「
ト
モ
活
」

や
Ｄ
Ｖ
防
止
関
連
の
ノ
ベ

ル
テ
ィ
を
配
布
し
な
が
ら
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
啓
発
し
ま
し
た
。 　

会
長
の
中
川
美
子
さ
ん

(
泉
台
町
)
は
「
当
た
り
前

は
、
日
々
変
化
し
つ
つ
あ

り
、
誰
も
が
生
き
や
す
い

社
会
で
あ
る
こ
と
が
私
た

ち
の
目
指
す
男
女
共
同
参

　

５
月
24
日
、
小
松
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
能
美
部

会
と
石
川
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
に
よ
る
「
人
権

の
花
運
動
」
贈
呈
式
が
宮

竹
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
運
動
は
人
権
擁

護
委
員
か
ら
小
学
校
児
童

へ
花
の
苗
な
ど
を
贈
り
、

子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
て

育
て
る
こ
と
で
、
生
命
の

尊
さ
を
実
感
し
、
優
し
さ

や
思
い
や
り
の
心
を
育
ん

で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

ま
た
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
油

ゆ
う
た
に谷

美み

ゆ結
さ
ん
(
宮
竹

小
５
年
)
の
人
権
に
関
す
る

標
語
「
た
よ
っ
て
ね

み
ん

な
が
き
み
を

た
す
け
る
よ
」

が
、
同
小
学
校
玄
関
前
に
掲

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
竹
小
５
・
６
年
生
と
人
権
擁
護
委

員
７
人
が
花
の
苗
を
植
え
ま
し
た

画
社
会
で
す
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
期
間
中
、
市
内
３
図

書
館
に
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
本
の
特
集
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
ま
し
た
。

推進委員の皆さん

　

６
月
17
日
、「
児
童
館
よ

り
発
信
！
の
み
っ
子
フ
ェ

ス
タ
★
２
０
２
３
」
を
根

上
総
合
文
化
会
館
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

各
回
１
０
０
人
の
参
加

者
が
サ
ー
キ
ッ
ト
や
工

作
、
昔
遊
び
、
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
な
ど
を
行
い
ま
し

児
童
館
よ
り
発
信
！
の
み
っ
子
フ
ェ
ス
タ
★
２
０
２
３

笑
顔
溢
れ
る
子
ど
も
た
ちた

。
工
作
コ
ー
ナ
ー
で
万

華
鏡
作
り
に
挑
戦
し
た

り
、
サ
ー
キ
ッ
ト
コ
ー

ナ
ー
で
新
種
目
の
ス
パ
イ

ダ
ー
ゴ
ル
フ
に
夢
中
に

な
っ
た
り
と
、
子
ど
も
た

ち
は
各
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

根
上
み
ど
り
が
お
か
エ
ン
ジ
ョ
イ
パ
ー
ク
開
催

根
上
翠
ヶ
丘
運
動
公
園
の
再
整
備
に
向
け

第
66
回
全
国
銃
剣
道
能
美
大
会

金
沢
駐
屯
地
の
第
14
普
通
科
連
隊
チ
ー
ム
が
準
優
勝

　

６
月
11
日
、
寺
井
体
育

館
で
第
66
回
全
国
銃
剣
道

能
美
大
会
を
行
い
、
全
国

か
ら
60
チ
ー
ム
４
０
５
人

の
選
手
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

開
会
式
後
、
チ
ビ
ッ
子

九
谷
太
鼓
に
よ
る
歓
迎
演

奏
が
行
わ
れ
、
迫
力
あ
る

演
奏
で
選
手
の
士
気
を
高

め
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
団
体
の
部
で

は
、
金
沢
駐
屯
地
の
第
14

普
通
科
連
隊
チ
ー
ム
が
準

優
勝
と
い
う
結
果
を
残

し
、
県
勢
の
活
躍
に
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

根
上
翠
ヶ
丘
運
動
公
園

の
再
整
備
に
向
け
、
公
園

の
新
た
な
利
活
用
を
検
討

す
る
方
法
の
１
つ
と
し

て
、
６
月
４
日
、「
根
上
み

ど
り
が
お
か
エ
ン
ジ
ョ
イ

パ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

晴
天
の
下
、
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
や
Ｂ
Ｍ
Ｘ
、
細
い

ベ
ル
ト
状
の
ラ
イ
ン
上
で

バ
ラ
ン
ス
を
楽
し
む
ス

ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
と
い
っ
た

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
(
都

市
型
ス
ポ
ー
ツ
)
の
体
験

や
、
ヨ
ガ
、
女
子
サ
ッ
カ
ー

の
体
験
、
さ
ら
に
は
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
で
の
食
事
な
ど

を
多
く
の
方
が
楽
し
み
ま

し
た
。
　

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

決勝戦で熱戦を繰り広げる選手たち

　

６
月
４
日
、
片
山
清き

よ

子こ

さ
ん
(
宮
竹
町
)
が
め
で

た
く
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
、
お
祝
い
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

片
山
さ
ん
は
前
向
き
な

明
る
い
性
格
で
、
若
い
頃

は
仕
事
と
子
育
て
を
し
な

が
ら
畑
仕
事
も
す
る
働
き

者
で
し
た
。
ま
た
カ
ラ
オ

片
山
さ
ん

祝
百
寿
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

６
月
８
日
、
作
本
孝た

か

夫お

さ
ん
(
下
ノ
江
町
)
が
め

で
た
く
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
、
お
祝
い
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

作
本
さ
ん
は
運
転
が
好

き
で
、
奥
さ
ま
を
習
い
事
や

通
院
の
た
め
、
よ
く
送
迎
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
若
い

頃
は
走
る
こ
と
が
得
意
で
、

能
美
郡
大
会
で
優
勝
さ
れ
た

経
験
が
あ
り
、
退
職
し
て
か

ら
90
歳
ご
ろ
ま
で
は
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。「
運
動
を
続
け
て
い
た

こ
と
が
長
寿
と
元
気
に
つ
な

作
本
さ
ん

作
本
さ
ん
　

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

「昔あそびコーナー」でコマ回しを

楽しむ子どもたち

片
山
さ
ん
　

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

市
長
と
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
カ
フ
ェ
ト
ー
ク
で
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
お
聞

き
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
今
年
度
の
参
加
希
望
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

町
会
・
町
内
会
、
市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
で
あ
れ
ば
、
お
申
し
込

み
い
た
だ
け
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
、
５
〜
10
人
程
度
の
少
人
数
で
話
す
、
市
長
と
能の

ん
美び

り
カ

フ
ェ
ト
ー
ク
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
市
長
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ケ
や
踊
り
が
好
き
で
、
炭

坑
節
な
ど
を
よ
く
踊
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
施
設
に
入
所
中

で
す
が
、
１
０
０
歳
を
迎

え
て
か
ら
も
元
気
に
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
。

が
っ
て
い
る
」
と
ご
家
族
が

話
さ
れ
ま
し
た
。

問
／
市
長
室
(
☎
58
―
２
２
０
２

FAX
58
―
２
２
９
０
)


